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宮城県がん登録情報の集計結果

資料６



平成28年、がん登録推進法が施行
全国がん登録が開始
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本日配布した資料
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市区町村別罹患数
ページ
1 図1 市区町村別・部位別・診断年別がん罹患数と増減率（2000-2019年）
～

55  図2-8 市区町村別・年代別・診断年別がん罹患数と増減率（2000-2019年，子宮体部）

患者住所地別・受診医療機関の内訳
61 図3-1 患者住所地別・受診医療機関の内訳（2016-2019年，初診）
～

72  図4-5 患者住所地別・受診医療機関の内訳 上位10施設（2016-2019年，薬物治療）

年齢調整罹患率・標準化罹患比
74 図5-2 保健所別・部位別・診断年別がん年齢調整罹患率と標準化罹患比
～

82  図5 市区町村別・部位別・診断年別がん年齢調整罹患率と標準化罹患比

年齢階級別罹患率
94 図6-2 保健所別・部位別・診断年別がん年齢階級別罹患率（人口千対）
～

139図6 市区町村別・部位別・診断年別がん年齢階級別罹患率（人口千対）

→市区町村での推移を把握

→受診動向の把握

→人口・年齢構成の違いを考慮した比較検討

→増減している部位・年代の把握



• 5年毎・6部位の集計結果

5年毎…小規模な自治体での把握が可能なように。

6部位…男性では約5割、女性では約6割を占める。

• 青葉区 …胃と肝臓は増加から減少へ。子宮、大腸、乳房、肺は増加傾向。

• 七ヶ宿町…少ない値での増減で判断は難しいが、おおよその傾向を把握することは可能。 4

宮城県



• 青葉区 …30代以上で増加し、60代以上で顕著。15～29歳でも相当数の方が罹患。

• 七ヶ宿町…80歳以上で増加。他の年代は増減があるが、減少しているわけではない。
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• 青葉区 …40代から増加し、70代が最も多い。40～60代で増加から減少に転じた。

そのため、近年、全体として胃がんが減少。

• 七ヶ宿町…増減はあるが、近年、減少傾向。
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• 青葉区 …50代から増加し、70代以上が最も多い。70代以下で増加から減少に転じた。

そのため、近年、全体として肝臓がんが減少。

• 七ヶ宿町…5年間で0～2人で推移。少ないが故に年に1人ずつ発生すれば多いとわかる状況。
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• 青葉区 …40代から増加し、70代が最も多い。多くの年代で増加傾向だが、50代で減少。

全体としては増加傾向だが、年代により傾向が異なる。

• 七ヶ宿町…80歳以上で増加傾向。他の年代では増減あり、5年間で0～3人程度。
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• 青葉区 …40代から増加し、70代が最も多い。ほぼすべての年代で増加傾向。

そのため、全体として肺がんが増加。

• 七ヶ宿町…70代で減少傾向、80歳以上で増加傾向。他の年代では増減あり、5年間で0～2人
程度。
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• 青葉区 …30代から増加し、40代が最も多い。ほぼすべての年代で増加傾向。

そのため、全体として乳がんが増加。

• 七ヶ宿町…5年間で0～2人で推移。少ないが故に年に1人ずつ発生すれば多いとわかる状況。

10



• 青葉区 …30代以上から増加し、30代～40代が最も多い。30～40代で増加傾向。15～29歳の

若年でも罹患数が多い。そのため、全体として子宮頸がんが増加。

• 七ヶ宿町…5年間で0～1人で推移。少ないが故に年に1人ずつ発生すれば多いとわかる状況。
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• 青葉区 …40代から増加し、50代が最も多い。40代以上の多くの年代で増加傾向。

そのため、全体として子宮体がんが増加。

• 七ヶ宿町…5年間で0～2人で推移。少ないが故に年に1人ずつ発生すれば多いとわかる状況。
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• 罹患数で市区町村の推移を把握することは可能だが、人口規模・年齢構成の違いがあるため、直接の比較
は難しい。

• 年齢調整罹患率

5歳階級毎に年齢階級別罹患率を計算し、モデルとなる基準人口（今回は世界人口を使用）に置き換えて、

人口10万人当たりの罹患数に計算し直したもの。

何人という人数で算出。

• 標準化罹患比

基準となる人口集団を定め、その集団における年齢階級別罹患率を使い、対象集団での期待罹患数を計

算。これを分母とし、実際に観察された罹患数を分子として算出した値。

本集計では，宮城県全体を基準（100）とし、100より大きいときは，期待罹患数よりも実際に観察され

た罹患数が多く、100より小さいときは観察された罹患数が少なかったことを示す。集計値を見る際には、

100以上、または、100未満が続いているのかどうかに注目すると傾向を把握しやすい。

• 年齢階級別罹患率

各年齢階級の罹患率を計算。各年齢階級の人口で割った値であるため、保健所単位・市区町村などの地

域間の比較や推移の比較の際、どの部位・どの年齢階級でがんの罹患が多かったのかを確認することが

可能
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• 仙台市・太白、塩釜、気仙沼…拠点病院の占める割合が低い。

• 仙南、大崎、石巻 …拠点病院の占める割合が高い。
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• 仙台市・太白、塩釜、気仙沼 …拠点病院の占める割合が低い。

• 仙南、大崎、石巻、石巻・登米…拠点病院の占める割合が高い。
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• 診断や観血的治療とは異なり、多くの地域で、拠点病院の占める割合が高い。

• 仙台市・太白、塩釜、気仙沼…拠点病院の占める割合が低い。
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